
新型コロナウイルスの感染拡大という世界的な事情を通して、社会では新たな生活習慣が

提唱され、お道の中でもおたすけが多様化してきました。

今回のシンポジウムでは、独自の活動を展開している教会長やようぼく、あるいはこれま

での形に更なる工夫を重ねている方、一方、形を変えずともより心を込めて布教をしている

方など、色々な取り組みを紹介します。そして、そこにある思いや心の動きを確認しながら、

改めて「おたすけ」の本質について考えていきます。

今、改めて“おたすけ”を考える
～コロナの時代を思案し、動き出す～

期 日：立教 184 年（令和 3年）９月25 日（土）13:00～16:00
会 場：オンライン（YouTube ライブ配信）

対 象：テーマに関心がある方

参加費：無料

締切日：9月 23 日（木） ※締切日を変更しております

内 容：◆VTR「コロナの中で変わったもの、変えてはならないもの」

※6名ほどの方の活動を紹介します。

◆パネルディスカッション

「今、改めて“おたすけ”を考える」

【パネリスト】 永尾 教昭 氏（本部員・天理大学学長）
な が お のりあき

（順不同） 福本 大介 氏（兵南分教会長）
ふくもと だいすけ へいなん

浅野 治香 氏（攝央分教会ようぼく）
あ さ の はる か せつおう

【司 会】 山﨑 石根（ひのきしんスクール運営委員）
やまさき い わ ね

◆「このシンポジウムを通して」

【講 師】 永尾 教昭 氏


